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昔
、
医
師
・

歯
科
医
師
養
成

の
礎
と
な
れ
ば

と
、
献
体
を
申

し
出
た
ら
、「
今
は
も
う
い

り
ま
せ
ん
」
と
断
ら
れ
た
。

歯
学
生
が
「
抜
歯
牙
を
た
め

て
お
い
て
く
だ
さ
い
」
と
小

瓶
を
預
け
に
来
る
こ
と
も
な

く
な
っ
た
。
人
体
模
型
製
作

会
社
の
技
術
が
向
上
し
、
精

密
な
実
習
用
の
模
型
を
大
学

な
ど
教
育
機
関
に
納
品
す
る

か
ら
ら
し
い
。

　

昔
の
学
生
が
実
習
で
使
っ

て
い
た
実
物
の
人
体
は
そ
こ

ら
じ
ゅ
う
に
病
変
が
あ
り
、

健
常
態
と
病
態
と
の
中
間
み

た
い
な
の
も
目
視
で
き
た
。

歯
も
む
し
歯
の
な
り
か
け

や
、
歯
石
の
付
い
た
の
が
混

じ
っ
て
い
た
。
今
は
模
型
だ

か
ら
健
常
な
典
型
ば
か
り
で

あ
る
。
異
型
や
変
形
に
気
を

取
ら
れ
る
こ
と
も
な
く
、
実

習
に
集
中
で
き
る
利
点
は
教

育
の
効
率
を
高
め
る
利
点
が

あ
る
。

　

毎
日
Ｄ
Ｍ
な
ど
印
刷
物
が

郵
送
さ
れ
て
く
る
が
、
読
み

も
せ
ず
廃
棄
す
る
。
昔
の
人

は
貴
重
な
書
物
を
借
り
て
筆

写
し
た
。
そ
の
労
力
に
十
分

報
い
る
だ
け
の
知
識
が
得
ら

れ
た
。
効
率
と
生
産
性
だ
け

に
価
値
を
置
い
た
進
歩
に
は

退
歩
が
混
じ
っ
て
い
る
の

だ
。

口腔ケアの大切さ伝えて

第７回日常診療経験交流会の分科会の演題
テーマ 発表者

睡眠時無呼吸症候群（ＳＡＳ） 池尻良治氏（淀川区）
診療所での義歯改造とこれからの在宅診療 大谷学氏（東大阪市）
親子での医院継承について 小山賢一氏、小山栄三氏（枚方市）
口腔不良習癖の改善で歯列不正を早期に改善に導く 冨本昌之氏（港区）
徹底解説！スポーツドリンク＆経口補水液の虚像と実像
～歯と体を守る飲み方について～ 豊田裕章氏（浪速区）

カンジダを勉強し直してみた 西川眞二氏（東大阪市）
小児患者の萌出異常歯への挑戦～床矯正とブラケット矯
正を用いて対応した症例～ 畑﨑清孝氏（堺市）

田島診療所歯科における無料低額診療のとりくみ 三藤宏美氏（歯科衛生士、生野区）
歯科訪問診療体制構築と『介護保険勉強会』活動
－訪問歯科のニーズは『かかりつけ歯科』には届かない－ 福原稔氏（吹田市）

舌診について 矢部あづさ氏（八尾市）
診療所で摂食嚥下への取り組みを始めてみました 渡邉充春氏（西成区）

ケアマネジャーからみた訪問歯科診療 山田英樹氏（介護支援専門員、西成
区）

第７回日常診療経験交流会

　

カ
ジ
ノ
は
刑
法
が
禁
止
す

る
賭
博
に
あ
た
ら
な
い
の
で

し
ょ
う
か
。

　

公
営
賭
博
で
あ
る
競
輪
や

競
馬
は
刑
法
の
賭
博
禁
止
の

違
法
性
を
阻
却
（
し
り
ぞ
け

る
こ
と
）
し
て
、「
公
設
・
公

営
・
公
益
」
な
ど
の
８
要
件

（
表
）
を
満
た
す
こ
と
で
行

わ
れ
て
き
た
。
し
か
し
、
カ

ジ
ノ
は
「
民
設
・
民
営
・
営

利
」
と
い
う
点
一
つ
を
と
っ

て
も
、違
法
性
は
明
ら
か
だ
。

　

昨
年
末
の
国
会
審
議
で

は
、
カ
ジ
ノ
推
進
派
は
Ｉ
Ｒ

型
カ
ジ
ノ
に
は
「
経
済
効
果

が
大
き
く
」、
税
収
や
観
光

・
地
域
経
済
の
振
興
に
役
立

つ
「
公
益
性
」
が
あ
る
と
い

う
論
理
で
、
政
府
見
解
を
１

８
０
度
転
換
し
た
。

　

雇
用
や
税
収
の
増
大
、
観

光
な
ど
に
よ
る
地
域
経
済
へ

の
波
及
効
果
が
「
公
益
性
」

と
呼
べ
る
な
ら
、
税
金
を
納

め
る
よ
う
な
民
間
の
営
利
活

動
は
す
べ
て
「
公
益
性
」
が

あ
る
こ
と
に
な
っ
て
し
ま

う
。
民
営
の
競
馬
や
競
輪
な

ど
も
合
法
と
な
り
、
パ
チ
ン

と
さ
え
無
視
し
て
い
る
。

　

経
済
効
果
が
大
き
け
れ
ば

「
公
共
性
」
が
あ
る
と
い
え

る
の
で
し
ょ
う
か
。

　

Ｉ
Ｒ
型
カ
ジ
ノ
の
特
徴

は
、
カ
ジ
ノ
以
外
に
も
会
議

場
施
設
や
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ

コ
も
Ｉ
Ｒ
内
で
営
業
す
れ
ば

〝
３
店
方
式
〞
も
必
要
な
く

な
る
。
雇
用
や
納
税
な
ど
の

「
経
済
効
果
」
が
あ
れ
ば
い

い
の
な
ら
、
も
は
や
Ｉ
Ｒ
型

で
あ
ろ
う
が
な
か
ろ
う
が

「
合
法
」
だ
。
刑
法
が
賭
博

を
犯
罪
と
規
定
し
て
い
る
こ

ン
施
設
、
展
示
施
設
、
宿
泊

施
設
な
ど
の
複
合
的
サ
ー
ビ

ス
を
備
え
て
い
る
こ
と
に
あ

る
。「
経
済
効
果
」
と
い
う

点
で
は
、
単
体
で
設
置
す
る

カ
ジ
ノ
よ
り
も
大
規
模
化
す

る
。
推
進
派
は
「
経
済
効
果

が
大
き
い
こ
と
＝
公
共
性
」

を
主
張
す
る
も
の
の
、
そ
も

そ
も
経
済
効
果
の
量
的
基
準

さ
え
議
論
さ
れ
て
い
な
い
。

　

Ｉ
Ｒ
型
カ
ジ
ノ
が
巨
大
な

経
済
効
果
を
も
た
ら
す
が
ゆ

え
に
「
合
法
」
で
あ
る
と
い

う
論
理
は
、
Ｉ
Ｒ
カ
ジ
ノ
の

経
済
効
果
を
大
き
く
見
せ
よ

件
を
満
た
さ
ず
、
違
法
性
を

阻
却
で
き
な
く
な
る
と
い
う

矛
盾
を
孕
む
。 

（
つ
づ
く
）

と
り
は
た
・
よ
い
ち

　

１
９
５
８
年
生
ま
れ
。
大

阪
市
立
大
学
経
営
学
研
究
科

後
期
博
士
課
程
修
了
。
専
門

は
国
際
金
融
論
。
著
書
に

『
カ
ジ
ノ
幻
想
』（
ベ
ス
ト

新
書
、
２
０
１
５
年
）
な
ど
。

う
と
す
る
誘
因
と
な
る
。
そ

れ
は
、
よ
り
多
く
の
日
本
国

民
を
ギ
ャ
ン
ブ
ル
漬
け
に
す

る
こ
と
と
表
裏
一
体
だ
。

　

「
経
済
効
果
」
の
大
き
さ

を
「
公
益
性
」
と
し
て
強
調

す
れ
ば
、「
射
幸
性
」
を
高

め
る
要
因
に
な
り
、「
副
次

的
弊
害
」
を
生
む
可
能
性
も

高
ま
ら
ざ
る
を
得
な
い
。
結

局
、
刑
法
の
賭
博
禁
止
の
要

① 目的の公益性（収益の使途
を公益性のあるものに限る
ことを含む）
② 運営主体の性格（官又はそ
れに準じる団体に限るな
ど）
③ 収益の扱い（業務委託を受
けた団体が不当に利潤を得
ないようにするなど）
④ 射幸性の程度
⑤ 運営主体の廉潔性（前科者
の排除など）
⑥ 運営主体の公的管理監督
⑦ 運営主体の財政的健全性
⑧ 副次的弊害（青少年への不
当な影響等）の防止

賭博が違法とされないための
８要件（法務省提出資料から）

　

第
７
回
日
常
診
療
経
験
交

流
会
は
「
オ
ー
ラ
ル
フ
レ
イ

ル
」を
テ
ー
マ
に
開
き
ま
す
。

　

「『
オ
ー
ラ
ル
フ
レ
イ

ル
』
っ
て
何
？
」。
最
初
に

こ
の
テ
ー
マ
を
聞
い
た
時
に

思
い
ま
し
た
。
フ
レ
イ
ル
と

は
「Frailty

」
を
語
源
に
虚

弱
、
衰
弱
、
老
衰
と
い
う
意

味
が
あ
り
ま
す
。そ
の
た
め
、

フ
レ
イ
ル
は
衰
弱
と
説
明
さ

れ
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

　

そ
れ
だ
け
な
ら
年
を
と
れ

ば
仕
方
が
な
い
こ
と
な
の
で

　

協
会
が
11
月
３
日
に
保
険
医
会
館
・
Ｍ
＆
Ｄ

ホ
ー
ル
で
開
く
第
７
回
日
常
診
療
経
験
交
流
会

の
演
題
（
予
定
）
が
出
そ
ろ
っ
た
。
子
ど
も
の

歯
列
不
正
や
摂
食
嚥
下
、
親
子
継
承
な
ど
多
彩

な
テ
ー
マ
で
会
員
や
ス
タ
ッ
フ
が
発
表
す
る
。

副
実
行
委
員
長
の
小
山
賢
一
氏
（
写
真
）
が
交

流
会
へ
の
参
加
を
呼
び
か
け
て
い
る
。

す
が
、
フ
レ
イ
ル
に
は
「
し

か
る
べ
き
介
入
を
す
れ
ば
回

復
が
可
能
で
あ
る
」
と
い
う

意
味
が
込
め
ら
れ
て
い
ま

す
。
つ
ま
り
、
回
復
可
能
な

衰
弱
、
老
衰
状
態
の
こ
と
を

フ
レ
イ
ル
と
呼
び
ま
す
。

　

フ
レ
イ
ル
を
放
置
す
れ

ば
、
回
復
不
能
な
衰
弱
状
態

へ
と
進
行
し
ま
す
。
フ
レ
イ

ル
に
私
た
ち
が
ど
う
関
わ
る

か
？　

何
が
で
き
る
の
か
？

そ
れ
が
今
回
の
テ
ー
マ
で

す
。

　

記
念
講
演
で
は
、
岩
佐
康

行
氏
（
福
岡
県
・
原
土
井
病

院
歯
科
部
長
）
が
「
健
康
長

寿
の
鍵
は
〝
口
〞
に
あ
り
〜

オ
ー
ラ
ル
フ
レ
イ
ル
っ
て
な

に
？
」
を
テ
ー
マ
に
話
し
ま

す
。
患
者
さ
ん
に
い
つ
ま
で

も
良
い
生
活
を
送
っ
て
も
ら

う
た
め
に
も
、
講
演
を
楽
し

み
に
し
て
い
ま
す
。

　

昼
食
の
時
間
を
活
用
し
た

ラ
ン
チ
ョ
ン
セ
ミ
ナ
ー
で

は
、「
認
知
症
カ
フ
ェ
」の
取

り
組
み
に
つ
い
て
井
上
美
佐

氏
（
守
口
市
・
内
科
開
業
）に

紹
介
し
て
い
た
だ
き
ま
す
。

　

分
科
会
で
は
演
者
の
先
生

方
の
日
常
診
療
で
の
取
り
組

み
に
つ
い
て
、
多
岐
に
わ
た

る
テ
ー
マ
で
お
話
を
し
て
い

た
だ
き
ま
す
。
口
呼
吸
か
ら

鼻
呼
吸
へ
自
院
の
取
り
組

み
、
他
に
も
、
ス
ポ
ー
ツ
ド

リ
ン
ク
に
つ
い
て
、
睡
眠
時

無
呼
吸
症
、
舌
診
な
ど
日
頃

の
診
療
で
気
に
な
っ
た
り
、

悩
ん
だ
り
し
て
い
る
テ
ー
マ

が
並
び
ま
す
。

　

今
回
の
日
常
診
療
経
験
交

流
会
は
、
す
ぐ
に
役
立
つ
テ

ー
マ
が
多
く
な
っ
て
い
ま

す
。ぜ
ひ
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

臨
床
に
役
立
つ
多
彩
な
演
題

ク
イ
ズ
で
考
え
る
医
療

医
院
で
チ
ラ
シ
の
配
布
を

岩
佐
康
行
氏（
福
岡
県
・
原
土
井

病
院
歯
科
部
長

）が
記
念
講
演

増田 宏美さ
ん

ケアマネジャー

11
月
３
日（
祝
）、保
険
医
会
館

たんぽぽの会で署名を呼びかける増田さ
ん（左端奥）と山田さん（左奥から２人目）

９月末ごろに会員へ届ける
クイズチラシ。クイズは①
政府の窓口負担増計画②子
ども医療費助成制度③歯周
病の影響――の３問　　　

　

み
な
と
生
協
診
療
所
（
大

阪
市
港
区
）
に
併
設
さ
れ
た

サ
ロ
ン
ス
ペ
ー
ス
「
た
ん
ぽ

ぽ
の
会
」
に
は
、
診
察
を
待

つ
患
者
、
地
域
の
高
齢
者
な

ど
が
気
軽
に
訪
れ
る
。
喫
茶

コ
ー
ナ
ー
を
兼
ね
た
大
型
の

円
卓
に
は
署
名
用
紙
が
置
か

れ
て
い
る
。
同
診
療
所
の
介

護
よ
ろ
ず
相
談
所
で
ケ
ア
マ

ネ
ジ
ャ
ー
を
務
め
る
増
田
宏

美
さ
ん
が
預
け
た
も
の
だ
。

　

ス
タ
ッ
フ
の
山
田
美
智
子

さ
ん
は
「
少
な
い
年
金
暮
ら

し
の
高
齢
者
に
と
っ
て
、
歯

の
治
療
は
後
回

し
に
な
り
が

ち
。
入
れ
歯
を

使
わ
ず
、
歯
茎

だ
け
で
食
事
を

摂
る
人
も
見
か

け
る
」
と
話

す
。

　

増
田
さ
ん

は
、
勤
務
す
る

職
員
に
署
名
の

協
力
を
依
頼
し
た
り
、
地
域

の
生
活
と
健
康
を
守
る
会
に

も
協
力
を
要
請
し
て
い
る
。

　

歯
科
衛
生
士
と
し
て
府
の

保
健
所
な
ど
で
公
衆
衛
生
に

　

協
会
・
保
団
連
は
、
安
倍

政
権
が
進
め
る
窓
口
負
担
増

計
画
を
知
ら
せ
、
今
後
の
医

療
に
つ
い
て
患
者
に
考
え
て

も
ら
お
う
と
、「
ク
イ
ズ
で

考
え
る
私
た
ち
の
医
療
」
キ

ャ
ン
ペ
ー
ン
を
10
月
か
ら
ス

タ
ー
ト
す
る
。
チ
ラ
シ
記
載

の
ク
イ
ズ
を
解
い
て
応
募
す

れ
ば
、
抽
選
で
床
拭
き
ロ
ボ

ッ
ト
な
ど
が
当
た
る
。

　

協
会
は
、
チ
ラ
シ
の
配
布

を
会
員
に
呼
び
か
け
て
い

る
。
チ
ラ
シ
は
９
月
末
に
各

医
院
に
30
部
ず
つ
送
付
す
る

予
定
。

長
年
携
わ
っ
た
経
験
を
持
つ

増
田
さ
ん
。「
口
腔
ケ
ア
の

大
切
さ
を
伝
え
な
が
ら
、
保

険
で
良
い
歯
科
の
署
名
を
広

げ
た
い
」
と
語
る
。

　

政
府
が
進
め
る
カ
ジ
ノ
・
統
合
型
リ
ゾ
ー
ト
（
Ｉ
Ｒ
）

で
地
域
経
済
は
本
当
に
発
展
す
る
の
か
。
Ｉ
Ｒ
に
詳
し
い

鳥
畑
与
一
氏
（
静
岡
大
学
教
授
）
に
聞
い
た
。

保険で
よい歯科診療を

大阪連絡会大阪連絡会

基基  

軸軸
カ
ジ
ノ
誘
致

カ
ジ
ノ
誘
致

を
検
証
す
る

を
検
証
す
る

❶❶

静
岡
大
学
教
授
・
鳥
畑
与
一
氏
に
聞
く

静
岡
大
学
教
授
・
鳥
畑
与
一
氏
に
聞
く

刑
法
無
視
し
た
合
法
化

　保険請求のご相談や年金・休
業保障制度のお問い合わせは直
通番号をご利用ください。
社保研究部  06-6568-7467
共　済　部  06-6568-7438

協会直通番号のご案内


